
１．開催日時　　令和５年４月２６日(水)１５時００分～１６時１０分

２．開催場所　　尾道市役所　２階　多目的スペース１

３．出席委員　１６人（委員総数１８人 ）

　　　会　長　　１９番　土山　浩二

　　　副会長　　　　　    ２番　金藤　祐治 　　８番　山田　　清

　　　委　員　　　１番　米田　健一  　 ４番　吉原　正紀

    ５番　松森　　智 　　６番  安井　常人 　　７番　上峠　数博　
　　９番　髙本　博文 　１０番　村上　　正 　１１番　中司　睦枝

　１３番　岡本　幸平 　１４番　原　　弘子 　１５番　片山　　博
　１６番　髙橋　泰登 　１７番　八津川　和司　　　

　　欠席委員　　人　２人（　３番　村上　智彦、１８番　楢原　生夫　）

４．農地利用最適化推進委員の出席　１７人(推進委員総数１８人）

江良 宗登　　中司 邦弘　 　笠井 博志　　        　  行廣 文徳　　杉谷 智章

松浦 徳和　　村上 佐代子　 藤岡 正宏　　江田 敏道　 佐々木 崇　　植原 宗哉

５．議事日程

　　　第１　議事録署名委員の指名

　　　第２　議案（審議事項）

議案第２０号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第２１号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第２２号　農地法第４条の許可事業計画変更申請について

議案第２３号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第２４号　非農地証明申請について

　　　第３　議案（報告事項）

報告第１８号　農地法第４条第１項第８号の規定による転用届出に対する受理について

報告第１９号　農地法第５条第１項第７号の規定による転用届出に対する受理について

報告第２０号　農地法施行規則第２９条第１項第１号の規定による

　　　　　　　転用届出に対する受理について

報告第２１号　農地法第１８条第６項の規定による通知について

　　　第４　その他

　その他

６．農業委員会事務局職員    

　　　事務局長　　市川 昌志　　

　　　事務局職員　髙橋 知佐子　土本　充　小田 充彦　豊田　詞也

７．農林水産課職員

　　　課長　中濱 昌二

尾 道 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

報告第１７号　農地法第３条の３第１項の規定による届出に対する受理について

小川 隆三　　上 清五郎　　 宮迫 徹也　　林原　啓　　奥本 浩己　　宮地 眞良
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８．会議の概要

会　長 　あいさつ（省略）

議　長

農林水産
課長

議　長

議　長

事務局

　申請番号３６番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は栗原町の１筆、現況地目は畑、面積は２０１㎡です。
　譲渡理由は相手方の要望による、譲受理由は新規就農者としてです。
　なお営農計画書では、ジャガイモや玉ねぎを作って、スーパーへ出荷する予定となってお
ります。
　この申請については、４月４日、安井委員、江良推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号３８番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は十四日町の６筆、現況地目は畑、面積は合計で２，１９２．４７㎡です。
　譲渡理由は病弱による経営縮小、譲受理由は相手方の要望によるです。
　この申請については、４月４日、山田委員、中司推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　それでは、議事に入れせていただきます。本日の出席者の報告をさせていただきます。
　委員総数は１９名で、本日の出席委員は１８名、欠席委員は１名です。定足数に達してお
りますので、本日の総会は成立しております。

　議事録署名は１４番・原弘子委員、１５番・片山博委員にお願いします。

　農地利用最適化推推進委員は、１８名中、出席委員は１７名です。

　議案２０号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

　事務局より説明を求めます。

　議案書の方をご覧ください。

　それでは、これから申請に基づく議題に入ります。

　議事に入る前に、令和５年度農林水産事業費の重点施策の説明のため、中濱農林水産課長
が出席されていますので、これを先に行いたいと思います。
　それでは、令和５年度農林水産事業費農重点施策についての説明をお願いします。

　

　（資料に基づき説明）

　ただいま説明が終わりました。質疑のある方は挙手をしてください。

　（質問、意見なし）

　それでは、農林水産課長様、ありがとうございました。

　それでは、議案第２０号、農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。

　申請番号３７番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は栗原町の１筆、現況地目は畑、面積は２５１㎡です。
　譲渡理由は高齢による経営縮小、譲受理由は所有農地と隣接し利便性を高めるためです。
　この申請については、４月４日、安井委員、江良推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　　（議案第２０号、申請番号３６番から４８番までを議案書をもとに説明）
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　申請番号４２番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は向東町の１筆、現況地目は畑、面積は２５４㎡です。
　譲渡理由は相手方の要望による、譲受理由は所有農地と隣接し利便性を高めるためです。
　なお譲受人は県外在住ですが、従来から所有農地及び家屋の管理のために週１回訪れてお
り、また、三原市に在住する義理の両親も、週２回ほど訪れていることから、今回申請農地
も、同様の管理をするということです。
　この申請については、４月４日、中司委員、林原推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号３９番、権利の種類は、期間３年間の使用貸借権の設定です。
　申請地は美ノ郷町中野の３筆、現況地目は田、面積は合計で９９６㎡です。
　貸渡理由は遠隔地につき耕作不能、借受理由は新規就農者としてです。
　なお営農計画書では、できたお米をＪＡへ出荷する予定となっております。
　この申請については、４月１０日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号４６番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は因島田熊町の１筆、現況地目は畑、面積は６２１㎡です。
　譲渡理由は農業経営の規模縮小、譲受理由は自宅から近く利便性を高めるためです。
　なお、当該農地は、本年２月７日に現地調査を行い、空き家バンクに付随する農地として
指定登録をしておりました。
　今回、譲受人は、空き家を購入し、自家消費用の野菜を作るなどし、１年の約半分を因島
で過ごす予定とのことです。

　申請番号４７番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は因島重井町の１筆、現況地目は畑、面積は１，２９４㎡です。
　譲渡理由は病弱による経営縮小、譲受理由は相手方の要望によるです。
　この申請については、４月６日、村上智彦委員、村上佐代子推進委員と事務局職員で現地
調査を行いました。

　申請番号４０番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は美ノ郷町本郷の１筆、現況地目は畑、面積は２３４㎡です。
　譲渡理由は高齢者による経営縮小、譲受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　この申請については、４月１０日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号４３番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は向島町の５筆、現況地目は畑、面積は合計で２５３．２１㎡です。
　譲受理由は相続財産管理人が裁判所の審判を経て売却するもの、譲受理由は自宅から近く
利便性を高めるためです。
　この申請については、４月４日、吉原委員、原委員、奥本推進委員と事務局職員で現地調
査を行いました。

　申請番号４１番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は御調町貝ケ原の４筆、現況地目は田、面積は合計で１，１７２㎡です。
　譲受理由は高齢のため農業後継者へ、譲受理由は農業後継者としてです。
　この申請については、４月５日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号４４番と４５番は、関連案件のため一括して説明いたします。
　権利の種類は期間１０年間の賃貸借権の設定です。
　申請地は向島町の合計６筆、現況地目は畑、面積は合計で２，６０９㎡です。
　貸渡理由は高齢による経営縮小、借受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　これらの申請については、４月４日、吉原委員、原委員、奥本推進委員と事務局職員で現
地調査を行いました。
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議　長

議　長

事務局

　　（補足説明、質問、意見なし）

　本件は、申請時において代理人より申請地が擁壁工事など、すでに工事が着手されている
状況にあるため、現在は工事を停止されているとの報告がありました。また、申請に際して
は「転用制度の理解が不十分であった」との内容の顛末書が添付されております。
　この申請については、４月６日、村上智彦委員、村上佐代子推進委員と事務局職員で現地
調査を行いました。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　申請番号３６番から４８番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　次に、議案第２１号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたしま
す。

　申請番号７番、所在は西藤町の２筆、地目は田、農振農用地区域外、合計１３５．５０㎡
の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分は第２種農地と考えられます。
　転用目的は、道路用地で住宅の進入路が計画されています。
　申請人は、この度、併用地の宅地と合わせて進入路として使いたいというものです。
　今回の申請につきましては、地元農業委員さんから申請人に申請の指導を行ってもらい、
顛末書を添付され提出されました。

　申請番号８番、所在は因島重井町の３筆、地目は畑、農振農用地区域外、合計１６８６㎡
の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域の用途地域内にあり、農地区分は第３種農地と考えられま
す。
　転用目的は資材置場用地で駐車場８区画、プレハブ倉庫、建築面積９１㎡が計画されてい
ます。
　申請人は、この度、資材置場用地として利用したいというものです。

　それでは、議案第２１号、農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。

　　（議案第２１号、申請番号７番と８番を議案書をもとに説明）

　申請番号３６番から４８番までにつきましては、農地法第３条第２項各号には該当しない
ため、許可要件の全てを満たすと考えます。

　　（挙手多数）

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方
は挙手をしてください。

　事務局より説明を求めます。

　申請番号４８番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町沢の５筆、現況地目は畑、面積は９０８．２８㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能、譲受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　この申請については、４月７日、片山委員、植原推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　この申請については、４月４日、大西委員、杉谷推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。
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議　長

議　長

事務局

議　長

　申請番号１番、所在は、瀬戸田町鹿田原の１筆、地目は雑種地、面積は５０９㎡の内４６
５．２９㎡です。
　本件は当初の転用面積５０９㎡から４６５．２９㎡への一部転用に転用面積を変更したい
というものです。

　申請地は、平成２６年９月１８日付けで太陽光発電設備目的により、農地法第４条の転用
許可を受けたものです。
　申請人は、当初太陽光発電の作業場としての利用を計画していたスペースに、柑橘を植
え、趣味で営農をしているため現況地目を畑に戻したいというものです。

　この申請については、４月７日、片山委員、植原推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方
は挙手をしてください。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号１番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の挙手をお願い
します。

　　（挙手多数）

　　（補足説明、質問、意見なし）

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方
は挙手をしてください。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　　（挙手多数）

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　次に、議案第２２号「農地法第４条の規定による許可事業計画変更申請について」を議題
といたします。

　事務局より説明を求めます。

　それでは、議案第２２号、農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。

　　（議案第２２号、申請番号１番を議案書をもとに説明）

　申請番号７番と８番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の挙手を
お願いします。
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事務局

　申請番号２７番から２９番の申請については、４月４日、安井委員、江良推進委員と事務
局職員で、現地調査を行いました。

　転用目的は資材置き場用地で、駐車場４区画、建築資材置き場が計画されています。
　譲受人は建設業を営んでおり、申請地を取得し、建築資材置き場として利用したいという
ものです。

　譲受人は、大阪市に本店を置く太陽光発電事を営む法人で、申請地を取得し、太陽光発電
設備を設置したいというもので、経済産業省によるＦＩＴ制度（固定価格買取制度）の対象
外の事業です。

　申請番号３１番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は美ノ郷町三成の１筆、地目は田、農振農用地区域外、６２１㎡の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は太陽光発電設備で、太陽光パネル１２６枚、発電量４９．５ｋｗが計画されて
います。

　申請番号２７番と２８番は関連案件のため一括して説明いたします。
　申請内容は、贈与による所有権の移転です。
　所在は栗原町の２筆、地目は畑、農振農用地区域外、１３５㎡の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地であ
り、農地区分はその他２種と考えられます。

　事務局より説明を求めます。

　申請番号２９番、申請内容は、贈与による所有権の移転です。
　所在は栗原町の１筆、地目は田、農振農用地区域外、２６１㎡の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は一般住宅用地で、一般住宅１棟、建築面積１４５．２３㎡、駐車場２区画、合
併浄化槽が計画されています。
　譲受人は、父から、申請地を譲り受け、住宅を新築したいというもので、都市計画法によ
る建築許可見込みです。

　次に、議案第２３号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたしま
す。

　　（議案第２３号、申請番号２７番から５２番までを議案書をもとに説明）

　申請番号３０番、申請内容は、贈与による所有権移転です。
　所在は十四日町の２筆、地目は畑、農振農用地区域外、合計２０４㎡の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。

　転用目的は宅地拡張で、一般住宅１棟、建築面積１５７㎡、駐車場２区画が計画されてい
ます。
　譲受人は申請地を取得し、住宅として使用したいというものです。
　なお、申請地は既に宅地としての利用状況にあることから、申請に際しては顛末書が添付
されております。
　この申請については、４月４日、山田委員、中司推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号３２番、申請内容は、使用貸借権の設定です。
　所在は木ノ庄町木門田の２筆、地目は田、農振農用地区域外、合計４９５㎡の転用計画で
す。
　申請地は都市計画区域外にあり、農地区分はその他２種と考えられます。

　転用目的は、倉庫用地で、加工・保存用倉庫２棟、建築面積１９９．８㎡、仮設トイレ、
合併浄化槽、駐車場４区画が計画されています。
　譲受人は内装工事などを営む法人で、申請地を取得して、新規事業として狩猟した猪や鹿
の肉を使い、ペット用ジャーキーとして販売するための倉庫として使用したいというもので
す。

　それでは、議案第２３号、農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。
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　申請番号３４番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は木ノ庄町木門田の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、６９５㎡の転用計画です。
　申請地は都市計画区域外にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は、事務所用地で、プレハブ事務所１棟、建築面積１８㎡、建築資材置き場、駐
車場４区画が計画されています。
　譲受人は、申請地を取得し、事務所用地として利用したいというものです。

　３１番～３４番の申請については、４月１０日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職員で
申請代理人立会いのもと現地調査を行いました。

　申請番号３３番、申請内容は、使用貸借権の設定です。
　所在は木ノ庄町木門田の１筆、地目は田、農振農用地区域外、１８９㎡の転用計画です。
　申請地は市街化区域外にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は駐車場用地で、駐車場３区画が計画されています。
　譲受人は内装工事などを営む法人で、申請地を取得して、駐車場用地として使用したい
というものです。
　なお、申請地は既に駐車場としての利用状況にあることから、申請に際しては顛末書が添
付されております。

　今回の申請につきましては、地元委員さんから、悪臭の発生に留意することについて指摘
されたため、申請地の町内会長からの転用に対しての同意書が添付されております。

　この申請については、４月１０日、金藤委員、行廣推進委員と事務局職員で、現地調査を
行いました。

　申請番号３５番から３９番は関連案件のため一括して説明いたします。
　申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は原田町梶山田の９筆、地目は田、農振農用地区域外、合計２８２８㎡の転用計画で
す。
　申請地は都市計画区域外にあり、農地区分はその他２種と考えられます。

　転用目的は、資材置き場用地で、太陽光発電設備の資材置き場が計画されています。
　譲受人は、福山市に本店を置く土木工事事業などを営む法人で、申請地を取得して、太陽
光発電設備資材置場として利用したいというものです。
　なお、申請地は既に資材置場としての利用状況にあることから、申請に際しては顛末書が
添付されております。

　申請番号４０番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は御調町下山田の３筆、地目は畑及び山林、農振農用地区域外、合計９８９．４１㎡
の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は資材置場用地で、事業用資材、事業用車両１３区画が計画されています。

　譲受人は、栗原町に本店を置く塗装業を営む法人で、申請地を取得して、事業用の足場・
単管・塗料などの資材や車両置場として利用したいというものです。
　この申請については、４月５日、松森委員、小川推進委員と事務局職員で、現地調査を行
いました。

　申請番号４１番～４７番の計７件につきましては、転用目的及び転用事業者が同一のため
一括して説明いたします。
　申請内容は、すべて売買による所有権の移転です。
　所在は御調町綾目・本・中原の全１１筆、地目は田及び畑、農振農用地区域外、太陽光発
電設備、全６カ所の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。

　設備①が、綾目の２筆、合計１，５５９㎡、パネル枚数１８０枚、発電量４９．５ｋｗ
　設備②が、本の全４筆、合計１，５８８㎡、パネル枚数１６０枚、発電量４９．５ｋｗ
　設備③が、中原の１筆、合計５２５㎡、パネル枚数８０枚、発電量２４．７５ｋｗ
　設備④が、中原の１筆、合計９６２㎡、パネル枚数１６０枚、発電量４９．５ｋｗ
　設備⑤が、中原の１筆、合計５７３㎡、パネル枚数９６枚、発電量２９．７ｋｗ
　設備⑥が、中原の２筆、合計８５７㎡、パネル枚数１４４枚、発電量４４．５５ｋｗ
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　申請番号４８番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
所在は因島田熊町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、５８４㎡の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積７７．８４㎡、駐車場１区画、合併浄化
槽が計画されています。

　申請番号５１番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は因島重井町の１筆、地目は畑、農振地域外、３３２㎡の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域の用途地域内にあり、農地区分は第３種農地と考えられま
す。
　転用目的は一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積７９．４９㎡、駐車場２区画、合併浄化
槽が計画されています。
　譲受人は、申請地を取得して、住宅を新築したいというものです。

　申請番号５２番、申請内容は、使用貸借による権利の設定です。
　所在は、瀬戸田町沢の１筆、地目は畑、農振地域外、３４８㎡の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域の用途地域内にあり、農地区分は第３種農地と考えられま
す。
　転用目的は一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積１４１．２６㎡、駐車場２区画、合併浄
化槽が計画されています。

　借受人は、義理の父名義の土地を借り受けて、住宅を新築したいというものです。
　この申請については、４月７日、片山委員、植原推進委員と事務局職員で、現地調査を行
いました。

　４９番・５０番の申請については、４月６日、村上智彦委員、松浦推進委員と事務局職員
で、現地調査を行いました。

　本件は申請時において代理人より、申請地は擁壁工事など、すでに工事が着手されている
状況にあるため、現在は工事を停止させているとの報告がありました。また、申請に際して
は「転用制度の理解が不十分であった」との内容の顛末書が添付されております。
　この申請については、４月６日、村上智彦委員、村上佐代子推進委員と事務局職員で、現
地調査を行いました。

　申請番号４９番申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は因島中庄町の１筆、地目は畑、農振地域外、５７０㎡の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域の用途地域内にあり、農地区分は、第３種農地と考えら
れます。

　譲受人は、申請地を取得して、住宅を新築したいというものです。
　なお、本件は転用面積が５００㎡を超えておりますが、申請地は傾斜地部分があり有効面
積が少ないため」との内容の理由書が添付されております。
　この申請については、４月６日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で、現地調査を
行いました。

　転用目的は、資材置場用地で、事業用資材、事業用車両３区画が計画されています。
　譲受人は、因島中庄町に本店を置く船舶部品の加工業などを営む法人で、申請地を取得し
て、事業用の断熱材などの資材や車両置場として利用したいというものです。

　申請番号５０番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は因島中庄町の１筆、地目は畑、農振地域外、５００㎡の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域の用途地域内にあり、農地区分は第３種農地と考えられま
す。

　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積６５．０３㎡、駐車場、合併浄化槽が
計画されています。
　譲受人は、申請地を取得して、住宅を新築したいというものです。

　譲受人は、東京都に本店を置く太陽光発電事業を営む法人で、申請地を取得して、太陽光
発電設備を設置したいというもので、経済産業省によるＦＩＴ制度（固定価格買取制度）の
対象外の事業です。
　この申請については、４月６日、土山委員、上推進委員と、４月５日、八津川委員、宮迫
推進委員と事務局職員で、申請代理人立会いのもと、現地調査を行いました。
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議　長

議　長

事務局

　次に、議案第２４号「非農地証明申請について」を議題といたします。

　申請番号２７番から５２番は原案のとおり、許可決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　　（挙手多数）

　　（補足説明、質問、意見なし）

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定することに決しました。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　なお、関係他法令が審査中の案件につきましては、他法令が許可になりしだい、許可決定
することといたします。

　以上、全ての申請のうち、太陽光案件につきましては、申請地に隣接する農地所有者等に
対し、申請人により事前の説明がなされており、事業に対する同意書が提出されておりま
す。
　なお、一部には、隣接農地所有者や近隣住人との接触が困難で未提出のものもあります
が、申請人に対しては、引き続き同意書の徴取に努めるよう指導中であり、今後も指導して
まいります。

　事務局より説明を求めます。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方
は挙手をしてください。

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号１０番、御調町高尾の１筆、現況地目は宅地、面積は１２２㎡です。
　利用状況は、平成５年頃に納屋を建て替えて現在の家を建築して以降、住宅敷地として使
用されています。
　農振農用地区域外、第２種農地、都市計画区域外です。
　この申請については、４月５日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局職員で調査を行い、
宅地に判定されました。

　それでは、議案第２４号、非農地証明申請について、ご説明いたします。

　　（議案第１９号、申請番号８番から１０番までを議案書をもとに説明）

　申請番号８番、久山田町の１筆、現況地目は宅地、面積は９．７５㎡です。
　利用状況は、昭和４８年から建物（住宅）の進入路沿いの花壇として使用されています。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。
　この申請については、４月４日、安井委員、江良推進委員と事務局職員で現地調査を行
い、宅地に判定されました。

　申請番号９番、美ノ郷町本郷の２筆、現況地目は宅地、面積は合わせて２５４㎡です。
　利用状況は、昭和３４年５月に隣接地に居宅及び土蔵を建築し、以後、進入路、庭敷き、
家庭菜園の場として利用されています。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。
　この申請については、４月１０日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職員で調査を行い、
宅地に判定されました。
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議　長

議　長

１番委員

事務局

議　長

各委員

議　長

事務局

議　長

事務局

議　長

副会長

　　（その他・連絡事項について説明）

　以上で、本日の議案の審議ならび報告事項はすべて終了いたしました。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙手をしてください。

　次に、その他に入ります。

　次に、報告事項に入ります。

　報告第２０号の申請番号２番と議案第２０号の申請番号４８番について、同じ筆の申請だ
が、面積の内容が合わないのではないか。

　今回この農地を３条で譲渡をすることなり、その農地の中に農業用倉庫が過去に設置され
ていましたが、農地法の手続きをされていなかったので、今回手続きをされました。

　他にありませんか。

　本日はご苦労様でした。

　それではこれをもちまして、尾道市農業委員会総会を閉会いたします。

　閉会にあたり副会長があいさつをいたします。

　長時間にわたり、慎重な審議ありがとうございました。

　報告第１７号から第２１号までを一括して審査を行います。

　　（質疑応答）

  ただいまの事務局の説明について、質疑のある方は挙手をしてください。

　各調査区での活動状況について、報告があれば、挙手のうえ発言してください。

　　（活動状況報告：省略）

　　（質問、意見なし）

　次に、事務局より、その他・連絡事項についての説明を求めます。

　質疑がないようなので、報告事項を終わります。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定することに決しました。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　　（挙手多数）

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方
は挙手をしてください。

　申請番号８番から１０番までは原案のとおり、許可決定することに、賛成の農業委員の方
の挙手をお願いします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。
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